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り、より幅広い視野を持てるようになったりする
ことは、学生にとってみれば、将来に向けて多く
の選択肢を持つことができるようになったとい
える。これらも、所属する各教員の特長や専門
性を前面に押し出し、学生によりよい授業を提
供しようと推し進めてきた結果ということだそ
うだ。
（２）地域連携、地域社会の中で学ぶ
　金沢星稜大学は、地域の発展に資する知の
創造を目指し産学官連携事業を推進（金沢星
稜大学HPより）するために、もともと経済研究
所としてあった組織を2007年度より総合研究
所へと発展的に改組し、さらに2012年4月には
地域連携センターを開設し、大学を挙げて地域
貢献活動を推進するための支援を行っている。
　スポーツ学科においては、その地域連携セン
ターが共催となり、高大連携や石川県のスポー
ツ振興への寄与を期待し「星稜スポーツシンポ
ジウム」を主催するなど、積極的に地域連携を
図る活動を展開している。しかしそれ以上に、
カリキュラムの中に必修科目として、地域社会
をフィー ルドに、実践的な学びや人間関係の構
築、社会での役割を実体験する（金沢星稜大学
HPより）プログラムが組み込まれていることが
特徴的な取り組みとして挙げられる。2年次に
はフィールド基礎演習として、地域で開催する
様々なスポーツイベントに関する情報を収集し
調査や研究を行い、3年次にはスポーツフィー
ルド演習として、実際に地域の様々なスポーツ
イベント活動へ運営やボランティアとして参加
するのだそうだ。学生時代の多くを過ごすキャ
ンパスを飛び出し、いずれ誰もがその一員とし
て生活することになる地域社会を学びのフィ
ールドとする。キャンパスで学んだ知識を実社
会の問題解決にどう生かすか、自分はどのよう
な役割を担うことができるのかなど、地域社会
と深く関わる経験を通して実践的な能力の開
発を図っているということである。このような取
り組みが功を奏してか、最近では、スポーツ学
科の就職率も9割を超えてきているそうだ。
（３）地方と首都圏のハブを目指す
　地域連携、地域貢献を重要視しているのと同
時に、（１）にも記載したが、実技や実習、演習科
目を大事にしているとのこと。一地方にあるど
ちらかというと小規模の大学であり、施設も恵
まれていない環境にはあるが、保健体育関連の
教員免許状やスポーツ指導員の資格も取得可
能で、将来は教わる立場から教える立場へ進む
学生もいるのでそれは外せない、とのことであ
った。夏期にはマリン実習、春季にはスキー実
習も実施している。
　スポーツ学科の教員には中央の競技団体や
JOC、JPCの活動に関わる方が多い。まさに強
みと言える。情報という面に関しては、現在は
ICTが普及しておりさほど問題にはなっていな
い。寧ろ、地方にいながら中央の競技団体等
に積極的に関わること、さらにはそこの役職や
理事を担うことまで見据えている。これらの取
り組みを通して、基本的には中央から地方へと
の情報の流れを、時には地方から中央へ、また
地方から地方へと流動的にすることを考えてい
る。そのような環境を整えていければ、例えば、
中央ではあまりにも過密となった、あるいはあ
ぶれてしまった学生を受け入れたとしても、彼
ら彼女らを不幸せにせずに社会に送り出すこと
ができる。様々なハンディキャップを負ってい
る中で、強みを最大限に生かす方法として、金
沢星稜大学人間科学部スポーツ学科は、まさに
その専門分野においてハブ機能を持つ大学の
一つとなることを目指していた。
　さらに最近では、部活動での指導にも力を入
れ始めているとのこと。高校はスポーツ、特に
野球やサッカーでは全国的に有名校であるが、
大学の体育会の部活動は学生の自主運営が主
体となっている。当初はそれでも活発な活動を
みせていたが、スポーツ学科の教員が携わって
いない部活において、徐々に生活時間が不規則
となり、部活動はおろか、学業にまで支障をきた
す学生が見受けられるようになってきた。その
ために最近では、出来るだけスポーツ学科の教
員が顧問として部活に携わるようにし、大学ス
ポーツにおいても、まずは地域や地方の中でハ
ブ機能を持ち、徐々に活性化させていこうと取
り組みを始めたところとのことである。
　また、国内だけではなく、上海体育学院と学
生や研究、教員の交流の協定を締結されたり、
近い将来にはスポーツ関連の大学院の設置ま
でを視野に入れたりしているとのことであった。
３．所感
　交流会に参加された先生方の、学生や大
学、あるいは自身の専門に対する熱意によって
少々過大解釈をしてしまったきらいは無きにし
も非ずだが、そこで話されたことは全く現実味
のないものには感じられなかった。これまでに
も、実情に合わせた改革に取り組まれ実現され
てきた事例が幾つもそこにあったからだろう。
　教員が外部から評価を受けて各々フィール
ドを広げて活動している状況、スポーツ分野に
おいてハブ機能を持ち学生に還元しようとして
いるところなど、当研究所と合致していること
も多く、具体的な取り組みの一つ一つが非常に
参考になった。規模が小さく地方にあることを
逆に上手く活用し、小回りを利かせて様々な改
革に取り組んでおり、また地域連携と中央との
連携をうまく融合させた活動を目指しているこ
とが良く理解できた。
　当研究所の強み、弱みを再度見極め、学生フ
ァーストを考えた際に、何が実現可能か考えて
取り組む必要を再認識するに至った。
写真３．情報交換会終了後、参加者全員で金沢星稜大学玄関の前にて
